
東京外国語大学における研究デー タ管理に関するアンケ ー ト

東京外国語大学における研究デ ー タ管理

に関するアンケ ー ト
本学では、 2023年3月に「東京外国語大学学術デー タ管理・公開ポリシ ー 」を公開しま
した。
本アンケ ー トでは、 研究デー タ管理の実態について今後の運用の参考にしたく、 教員・
研究者の皆様からのご協力をお願いいたします。
このアンケ ー トの背景・アンケ ー ト内容、 回答結果の取扱いについては別紙をご覧くだ
さい。

本アンケ ー トは全13問です。（回答時間約15分程度）

1 。 所属

2。 名前

3。 メ ー ルアドレス
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4。 分野

※複数分野にまたがる場合は主たる研究分野をご回答ください。

当てはまるものをすべて選択してください。

□ 言語学

□ 文学

□ 哲学

□ 心理学

□ 歴史学

□ 政治学

□ 法学

□ 経済学

□ 社会学

□ 教育学

□ 文化人類学

□ 地域研究

□ その他（数学、 情報工学、 スポ ー ツ科学等）

研究デ ー タ管理について

5。 Q1．学術機関による研究デー タ管理について、 別紙で述べたような国内外の動

向を知っていましたか？

当てはまるものをすべて選択してください。

□ はい

□ いいえ

6。 Q2．東京外国語大学の研究デー タ保存についての規程（ポリシ ー ）で、 「研究資

料等の保存期間は論文等の発表後10年間」と定められていることを知っていま
すか？

当てはまるものをすべて選択してください。

□ はい

□ いいえ
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7。 Q3．収集・作成した研究デー タをどのように保管していますか？（複数選択可）

当てはまるものをすべて選択してください。

□ 個人が使用するパソコンやディスクなどに保管

□ 研究室などの研究組織が管理するサ ー バやストレ ー ジなどに保管

□ 大学や部局が管理するストレ ー ジなどに保管

□ 他機関や商用サ ー ビスによる学外クラウドに保管

□ その他（具体的に）

8。 Q4．収集・作成した研究デー タのバックアップを定期的にとっていますか？

当てはまるものをすべて選択してください。

□ はい

□ いいえ

9。 Q5．過去10年以内に公表した論文の根拠デー タにすべてアクセスできますか？

当てはまるものをすべて選択してください。

□ はい

□ いいえ

10。 Q6．研究デー タ管理のための環境が本学で整備された場合、 その環境で保管し

たい研究デー タはありますか？

当てはまるものをすべて避択してください。

□ はい

□ いいえ
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11。
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Q6-1．保管したい研究データの規模はどの程度ですか？ （Q6で

「はい」の場合）

1つだけマー クしてください。

C) 100GB未満

C) 100GB以上～1TB未満

C) 1TB以上～10TB未満

C) 10TB以上～1PB未満

C) 1PB以上

0 Dropdown 

12。 Q6-2．保管したいデータのタイプをご記入ください。（複数選択可／Q6で「は

い」の場合）

当てはまるものをすべて選択してください。

□ テキスト

□ 数値デ ータ

□ マルチメディア（画像、 音声、 動画）

□ デ ータベ ース (DB システム含む）

□ ソ ースコ ー ド、 解析ツ ール、 実験手順や装置図面

□ デ ータタイプが複合的なファイル

□ その他（具体的に）

13。 Q7. これまでに収集・作成した研究データのうち、 現在まで公開していないも

のの、 大学が整備する環境があれば、 公開可能な研究データはありますか？

当てはまるものをすべて選択してください。

□ はい

□ いいえ
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14。
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Q7-1．公開可能な研究デー タの規模はどの程度ですか？ （Q7で

「はい」の場合）

1つだけマー クしてください。

C) 100GB未満

C) 100GB以上～1TB未満

C) 1TB以上～10TB未満

C) 10TB以上～1PB未満

C) 1PB以上

0 Dropdown 

15。 Q7-2．公開可能なデー タのタイプをご記入ください。（複数選択可／Q7で「は

い」の場合）

当てはまるものをすべて選択してください。

□ テキスト

□ 数値デ ータ

□ マルチメディア（画像、 音声、 動画）

□ デ ータベ ース (DBシステム含む）

□ ソ ースコ ー ド、 解析ツ ール、 実験手順や装置図面

□ デ ータタイプが複合的なファイル

□ その他

16。 Q7-3．差し支えなければ、 公開可能なデー タの内容を記述下さい。(Q7で「は

い」の場合）
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17。 Q8． これまでに収集 ・ 作成した研究デー タを既に公開または共有しています
か？当てはまるものをすべて選んでください。

当てはまるものをすべて選択してください。

□ 公開している

□ 分野のコミュニティで共有・公開している

□ 共同研究者と共有している

□ 公開を準備している

□ 公開したいが、 個人での公開は困難

□ 公開していない

□ その他

Q9研究デー タの公開状況について

Q8を「公開している」と回答された方はQ9~Q13にご回答ください。
Q8を「公開していない」と回答された方は本ペ ー ジをスキップしてQ11~Q13にご回答く
ださい。

18。 Q9-A. コンテンツ ・ リソ ー ス名(Q8で「公開している」の場合）

19。 Q9-B. URL (Q8で「公開している」の場合）

20。 Q9-C．対象(Q8で「公開している」の場合）

当てはまるものをすべて選択してください。

□ メタデータのみ

□ データ本体とメタデータ
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21 。 Q9-D.プラットホ ー ム（複数回答可／Q8で「公開している」の場合）

当てはまるものをすべて選択してください。

□ 本学の機関リポジトリ

□ 他大学・機関のリポジトリ

□ 本学（もしくは本学各部局）が管理するサ ー バ

□ Dropbox

□ Google Drive

□ Zenodo Figshare

□ その他

22。 Q1 O-A-1. コンテンツ ・ リソ ー ス名

(Q8で「分野のコミュニティで共有 ・ 公開している」と回答した場合で、 公

開された分野のデー タベ ー スがある場合）

23。 Q1 O-A-2. デー タベ ー ス名

(Q8で「分野のコミュニティで共有 ・ 公開している」と回答した場合で、 公

開された分野のデー タベ ー スがある場合）

24。 Q1 O-A-3. URL 

(Q8で「分野のコミュニティで共有 ・ 公開している」と回答した場合で、 公

開された分野のデー タベ ー スがある場合）
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25。 Q1 O-A-4.対象

(Q8で「分野のコミュニティで共有 ・ 公開している」と回答した場合で、 公

開された分野のデー タベ ー スがある 場合）

当てはまるものをすべて選択してください。

□ メタデータのみ

□ データ本体とメタデータ

26。 Q10-8-1. コンテンツ ・ リソ ー ス名

(Q8で「分野のコミュニティで共有 ・ 公開している」と回答した場合で、 非

公開の分野のデー タベ ー スがある場合）

27。 Q10-8-2. デー タベ ー ス名

(Q8で「分野のコミュニティで共有 ・ 公開している」と回答した場合で、 非

公開の分野のデー タベ ー スがある場合）

28。 Q1O-B-3. URL

(Q8で「分野のコミュニティで共有 ・ 公開している」と回答した場合で、 非

公開の分野のデー タベ ー スがある場合）
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29。 Q1 O-B-4.対象
(Q8で「分野のコミュニティで共有・公開している」と回答した場合で、 非

公開の分野のデー タベ ー スがある場合）

当てはまるものをすべて選択してください。

□ メタデータのみ

□ データ本体とメタデータ

30。 Q10-C.その他
(Q8で「分野のコミュニティで共有・公開している」と回答した場合で、 非

公開の分野のデー タベ ー スがある場合 ）

今後の管理について

31。 Q11. （個人や研究室等による管理ではなく、）大学組織が整備した環境で研

究デー タを管理する場合、 何に期待しますか。（最も当てはまるものを1つ選

んでください。）

当てはまるものをすべて選択してください。

□ 研究データのバックアップが定期的に実施される

□ 異動・退職後も大学で研究データが保管される

□ 研究者間で研究データを共有しやすくなる

□ 研究データのバー ジョン管理が容易になる

□ その他
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32。 Q12．研究デー タを積極的に公開する場合、 何に期待しますか？ （最も当ては

まるものを1つ選んでください。）

当てはまるものをすべて選択してください。

□ 公開した研究デ ー タが他の論文から引用される

□ 研究デー タを公開することが大学や部局による個人評価につながる

□ 異なる用途で利用されることで、 研究デー タに新たな価値が付け加わる

□ 同一の研究デー タを使用する研究コミュニティが大きくなる

□ 論文投稿のために研究デー タ公開が必要である

□ その他

33。 Q13．本学における研究デー タ管理 ・ 公開についてご意見があればご記入くだ

さい。（自由記述）
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